
担 当 課 現状値
Ｈ３０

目標値
Ｒ7

実績値
Ｒ3

実績値
Ｒ4

実績値
Ｒ5

実績値
Ｒ6

実績値
R7

地方創生
への効果

C

どのような効果があったか

基本目標１ 自然動態（出生・死亡）の改善

企画政策課

基本的方向１ 　子ども・子育て支援を充実する

施策①

△885人

今後の事業展開について

こども育成課

赤穂市総合戦略　効果検証シート

推進委員からの評価

事業の
評価 推進委員からの意⾒

C

自然動態を改善するには、こ
のまま継続しているだけでは意
味がない。一歩進んだ政策を
考えていただきたい。

担 当 課 基準値
Ｒ7

目標値
Ｒ7

実績値
Ｒ3

実績値
Ｒ4

　　　　　　　　　　　 基本目標指標︓自然増減数（出生数ー死亡数）（Ｒ２〜Ｒ７までの５年間の累計） 今後の事業展開について

達成状況

B

　どのような施策や取組が、
　達成状況に影響したか
出生数に影響する子ども・子育て支
援環境を充実させる施策の中には
既に目標値を達成しているものもあ
り、一定の効果が出ていると評価で
きるが、死亡数に影響する生涯を
通じた健康づくりを推進する取組に
ついてはC評価も多く、その効果は
大とは言えない。

8人 0人 3人

地方創生
への効果

76.8% 95.0% ー

事業の
評価

今後の方針

継続

今後の方針の理由

人口減少が社会問題となっている
中、赤穂市の都市機能を維持し、
市⺠に住みよい環境を提供するた
めにも、引き続き自然動態の改善
のための施策に取り組んでいく。

保育士・幼稚園教諭の採用数を増
やして保育所の入所枠の確保に努
めた。また、幼稚園３歳児の定員を
令和3年度からは前年度の倍とし、
預かり保育の受入れも開始した。

B

令和4年度は、前年度の受入れ人
数が多かったこともあり5人の待機児
童が発生した。
一方、幼稚園預かり保育は、利用
条件を満たしている者については、
全員の受入れを⾏っている。

継続

引き続き保育士・幼稚園教諭の確
保に努める。また、職員が安心して
勤務することができる環境づくりに努
める。

どのような効果があったか 今後の方針 今後の方針の理由

基準値・目標値を５年の計画期間
で按分すると、前者が△779人、後
者が△740人となる。
令和4年度実績は△885人で、基
準値・目標値ともに下回っており、
施策の効果が実現しているとはいえ
ない。

実績値
Ｒ5

実績値
Ｒ6

実績値
R7

△1,948人 △1,851人 △389人

　　　　　　　　　　　 KPI︓保育所待機児童の数（４⽉１⽇現在）

推進委員からの評価

　どのような施策や取組が、
　達成状況に影響したか

地方創生
への効果 どのような効果があったか 今後の方針 今後の方針の理由 事業の

評価 推進委員からの意⾒

赤穂市子ども・子育て支援事業計
画に基づく支援施策等の実施によ
り、子育てしやすい環境の整備につ
なげた。（計測値については、R5に
調査予定）

B 子育てしやすい環境の整備を、より
一層進めることができた。 継続

引き続き、すべての子どもが、健やか
に成⻑できる環境づくりに地域全体
で取り組んでいく。

B なし

　　　　　　　　　　　 KPI︓子育てしやすい環境にあると思う人の割合（５年ごとにニーズ調査） 今後の事業展開について

B

達成状況

ー子育て支援課

5人

　子育て支援環境の充実

推進委員からの意⾒

B

推進委員からの評価
　どのような施策や取組が、
　達成状況に影響したか

B なし

達成状況

施策②

担 当 課 現状値
Ｈ３０

目標値
Ｒ５

実績値
Ｒ3

実績値
Ｒ4

実績値
Ｒ5

実績値
Ｒ6

実績値
R7

安心して子どもを産み育てる支援の充実

　　　　　　　　　　　 KPI︓産後退院してからの１カ⽉程度、助産師や保健師等からの指導・ケアを⼗分受けることのできた人の割合 今後の事業展開について 推進委員からの評価

現状値
Ｈ３０

目標値
Ｒ7

実績値
Ｒ3

実績値
Ｒ4

実績値
Ｒ5

実績値
Ｒ6

実績値
R7 達成状況 　どのような施策や取組が、

　達成状況に影響したか
地方創生
への効果 どのような効果があったか 今後の方針 今後の方針の理由 事業の

評価 推進委員からの意⾒担 当 課

引き続き出産後、早期に支援を実
施し、産後うつ病の早期発⾒、育
児不安の軽減に努める。

A なし100% A

生後7⽇以内に産婦または家族に
連絡し⺟児の状況を確認。その後
生後1か⽉以内に保健師又は助産
師による訪問を実施。

A
早期に⺟児への介入を⾏うことによ
り、産後うつ病の早期発⾒や、育児
不安の軽減につながった。

継続保健センター 90.7% 95.0% 98.6%

基本目標１ 1



赤穂市総合戦略　効果検証シート

基本的方向２ 生涯を通じた健康づくりを推進する

施策① 健康づくりの推進

　　　　　　　　　　　 KPI︓がん検診受診率 今後の事業展開について 推進委員からの評価

担 当 課 現状値
Ｈ３０

目標値
Ｒ7

実績値
Ｒ3

実績値
Ｒ4

実績値
Ｒ5

実績値
Ｒ6

実績値
R7 達成状況 　どのような施策や取組が、

　達成状況に影響したか
地方創生
への効果 どのような効果があったか 今後の方針 今後の方針の理由 事業の

評価 推進委員からの意⾒

C

健診受診率の向上に向け、生活習
慣病健診案内の広報との同時配
布や各地区公⺠館等にポスターの
掲⽰、各種教室における市⺠へ周
知等、あらゆる機会において普及啓
発を⾏った。また、健診予約者のう
ちの未受診者や、当該年度に40
歳になる赤穂市国⺠健康保険加
入者に対し受診勧奨を⾏い、受診
率向上に努めた。

C

広報やホームページ、各種教室等で、が
ん検診受診の必要性について市⺠に周
知を⾏うことで、受診率の維持が図られ
ていると考える。また、土⽇等休⽇に検
診⽇を設け受診しやすい環境づくりに努
めた。
新型コロナウイルス感染症流⾏前と⽐較
すると、健診（検診）の受診控えによ
り、各健診（検診）の受診率が、数
パーセント減少している。現時点では、受
診率は、少しずつ向上してきているもの
の、感染症流⾏前の受診率までは、向
上していない。

継続

がん検診個別勧奨や未受診者に
対し再勧奨を⾏うほか、健康教室
等において、がん検診の必要性・効
果などについて普及啓発を⾏うととも
に、検診⽇の設定など、受診しやす
い環境づくりに努める。

C なし

肺がん 24.3% 50.0% 20.8% 21.80% C

保
健
セ
ン
タ
ー

胃がん 9.5% 50.0% 9.7% 9.5%

なし

大腸がん 22.8% 50.0% 20.1% 20.70% C

健診受診率の向上に向け、生活習
慣病健診案内の広報との同時配
布や各地区公⺠館等にポスターの
掲⽰、各種教室における市⺠へ周
知等、あらゆる機会において普及啓
発を⾏った。また、健診予約者のう
ちの未受診者や、当該年度に40
歳になる赤穂市国⺠健康保険加
入者に対し受診勧奨を⾏い、受診
率向上に努めた。

C

広報やホームページ、各種教室等で、が
ん検診受診の必要性について市⺠に周
知を⾏うことで、受診率の維持が図られ
ていると考える。また、土⽇等休⽇に検
診⽇を設け受診しやすい環境づくりに努
めた。
新型コロナウイルス感染症流⾏前と⽐較
すると、健診（検診）の受診控えによ
り、各健診（検診）の受診率が、数
パーセント減少している。現時点では、受
診率は、少しずつ向上してきているもの
の、感染症流⾏前の受診率までは、向
上していない。

継続

がん検診個別勧奨や未受診者に
対し再勧奨を⾏うほか、健康教室
等において、がん検診の必要性・効
果などについて普及啓発を⾏うととも
に、検診⽇の設定など、受診しやす
い環境づくりに努める。

C なし

健診受診率の向上に向け、生活習
慣病健診案内の広報との同時配
布や各地区公⺠館等にポスターの
掲⽰、各種教室における市⺠へ周
知等、あらゆる機会において普及啓
発を⾏った。また、健診予約者のう
ちの未受診者や、当該年度に40
歳になる赤穂市国⺠健康保険加
入者に対し受診勧奨を⾏い、受診
率向上に努めた。

C

広報やホームページ、各種教室等で、が
ん検診受診の必要性について市⺠に周
知を⾏うことで、受診率の維持が図られ
ていると考える。また、土⽇等休⽇に検
診⽇を設け受診しやすい環境づくりに努
めた。
新型コロナウイルス感染症流⾏前と⽐較
すると、健診（検診）の受診控えによ
り、各健診（検診）の受診率が、数
パーセント減少している。現時点では、受
診率は、少しずつ向上してきているもの
の、感染症流⾏前の受診率までは、向
上していない。

継続

がん検診個別勧奨や未受診者に
対し再勧奨を⾏うほか、健康教室
等において、がん検診の必要性・効
果などについて普及啓発を⾏うととも
に、検診⽇の設定など、受診しやす
い環境づくりに努める。

C

基本目標１ 2



赤穂市総合戦略　効果検証シート

地域包括支援センター 57団体 95団体

施策②

健診受診率の向上に向け、生活習
慣病健診案内の広報との同時配
布や各地区公⺠館等にポスターの
掲⽰、各種教室における市⺠へ周
知等、あらゆる機会において普及啓
発を⾏った。

B

広報やホームページ、各種教室等で、が
ん検診受診の必要性について市⺠に周
知を⾏うことで、受診率の維持が図られ
ていると考える。
新型コロナウイルス感染症流⾏前と⽐較
すると、健診（検診）の受診控えによ
り、各健診（検診）の受診率が、数
パーセント減少している。現時点では、受
診率は、少しずつ向上してきているもの
の、感染症流⾏前の受診率までは、向
上していない。

継続

がん検診個別勧奨や未受診者に
対し再勧奨を⾏うほか、健康教室
等において、がん検診の必要性・効
果などについて普及啓発を⾏う。

CC なし

乳がん 20.5% 50.0% 22.7% 22.20% C

健診受診率の向上に向け、生活習
慣病健診案内の広報との同時配
布や各地区公⺠館等にポスターの
掲⽰、各種教室における市⺠へ周
知等、あらゆる機会において普及啓
発を⾏った。

B

広報やホームページ、各種教室等で、が
ん検診受診の必要性について市⺠に周
知を⾏うことで、受診率の維持が図られ
ていると考える。
新型コロナウイルス感染症流⾏前と⽐較
すると、健診（検診）の受診控えによ
り、各健診（検診）の受診率が、数
パーセント減少している。現時点では、受
診率は、少しずつ向上してきているもの
の、感染症流⾏前の受診率までは、向
上していない。

継続

がん検診個別勧奨や未受診者に
対し再勧奨を⾏うほか、健康教室
等において、がん検診の必要性・効
果などについて普及啓発を⾏う。

C なし

子宮頸がん 21.3% 50.0% 24.6% 22.30%

継続 市内全域で介護予防活動を展開
していくことでフレイル予防に繋がる。 C なし

健康づくりと介護予防の一体的な推進

　　　　　　　　　　　 KPI︓介護予防リーダーが運営する活動団体数 今後の事業展開について 推進委員からの評価

担 当 課 現状値
Ｒ1

目標値
Ｒ7

実績値
Ｒ3

実績値
Ｒ4

実績値
Ｒ5

実績値
Ｒ6

実績値
R7 達成状況 　どのような施策や取組が、

　達成状況に影響したか
地方創生
への効果 どのような効果があったか 今後の方針 今後の方針の理由 事業の

評価 推進委員からの意⾒

66団体 74団体 C
いきいき百歳体操推進事業により
自主的な体⼒づくり、社会参加につ
ながっている。

C 身体的・精神的・社会的フレイルの
予防につながっている。

基本目標１ 3



赤穂市総合戦略　効果検証シート

基本目標２ 社会動態（転入・転出）の改善

　　　　　　　　　　　 基本目標指標︓社会増減数（転入者数ー転出者数）（Ｒ２〜Ｒ７までの５年間の累計） 今後の事業展開について 推進委員からの評価

今後の方針 今後の方針の理由 事業の
評価 推進委員からの意⾒実績値

Ｒ6
実績値

R7 達成状況 　どのような施策や取組が、
　達成状況に影響したか

地方創生
への効果 どのような効果があったか担 当 課 基準値

Ｒ7
目標値

Ｒ7
実績値

Ｒ3
実績値

Ｒ4
実績値

Ｒ5

施策① 誰もが住み続けたくなる魅⼒の発信

継続

基本目標１の自然動態（出生・
死亡）の改善と同じく、市⺠に持
続可能な都市機能を提供するため
に人口規模の維持は必要不可⽋
であり、引き続き、基本目標２の達
成に向けて取り組む必要がある。

B
施策が社会増減数に結び付
いていない。戦略の⾒直しにつ
いて議論が必要。

基本的方向１ 赤穂の魅⼒を発信する

B

新型コロナウイルス感染症の緩和の
影響により定住相談会等が実施で
き、定住基盤を充実させる施策につ
いては、昨年に⽐べ市外の方に赤
穂市の魅⼒を直接ＰＲする事業を
実施することができた。

B

基準値・目標値を５年の計画期間
で按分すると、前者が△234人、後
者が△32人となる。
令和4年度実績は△386人となっ
ており、基準値・目標値ともに下
回っている。引き続き施策の効果実
現に向けて取り組む必要がある。

企画政策課 △586人 △81人 △302人 △386人

施策① 地域医療の充実

基本的方向２

継続

お試し暮らし住宅の増設について
は、あこう魅⼒発信基地と連携し、
今後、スローライフな暮らしの移住
希望者に向けて、有年地区に整備
を検討する。

C なしC
お試し暮らし住宅の増設にむけて調
査・研究をすすめたが、令和４年度
では実現には至らなかった

C 増設していないため、効果なし1⼾ 2⼾ 1⼾ 1⼾

定住基盤を充実する

推進委員からの評価

担 当 課 現状値
Ｈ３０

目標値
Ｒ7

実績値
Ｒ3

実績値
Ｒ4

実績値
Ｒ5

実績値
Ｒ6

実績値
R7 達成状況 　どのような施策や取組が、

　達成状況に影響したか
地方創生
への効果 どのような効果があったか 事業の

評価 推進委員からの意⾒

　　　　　　　　　　　 KPI︓健診センター利用者数（市⺠病院） 効果検証を踏まえた今後の事業展開について

今後の方針 今後の方針の理由

市⺠病院医療課 9,609人 10,300人 12,731人 10,946人 A

R7の目標値は達成。R3と⽐較して
減少しているのは、新型コロナワクチ
ンやインフルエンザの接種数が減少
したため。人間ドック等のPRや休⽇
がん検診等は継続して取り組んだ。

A

住⺠健診やワクチン接種等の受診
機会を安定して提供することにより、
地域住⺠の健康増進に貢献でき
た。

継続

推進委員からの評価

観光課

　　　　　　　　　　　 KPI︓定住相談会等の実施・参加・出展数 今後の事業展開について 推進委員からの評価

担 当 課 現状値
Ｈ３０

目標値
Ｒ7

実績値
Ｒ3

観光課

実績値
Ｒ5

実績値
Ｒ4

実績値
Ｒ3

目標値
Ｒ7

現状値
Ｈ３０

　　　　　　　　　　　 KPI︓お試し暮らし住宅⼾数

11回

今後の方針 今後の方針の理由 事業の
評価 推進委員からの意⾒

推進委員からの意⾒実績値
Ｒ4

実績値
Ｒ5

実績値
Ｒ6

実績値
R7 達成状況 　どのような施策や取組が、

　達成状況に影響したか

B
若者や子育て世代にターゲッ
トを絞って相談会をしてみても
いいのではないか。

地方創生
への効果 どのような効果があったか 今後の方針 今後の方針の理由 事業の

評価

担 当 課

B

播磨地域合同相談会への参加の
ほか、様々な機会を通じて移住相
談に応じ、本市への移住定住を
図った。

B

赤穂市への移住を検討している方
に赤穂市の魅⼒を伝えることで、移
住における次のステップとして、お試
し暮らし住宅の利用へとつなげること
ができた。

継続

引き続き、あこう魅⼒発信基地と連
携し、定住相談会等に積極的に参
加するとともに、移住希望者からの
相談に丁寧に対応していく。

13回 5回 11回

今後の事業展開について

地方創生
への効果 どのような効果があったか実績値

Ｒ6
実績値

R7 達成状況 　どのような施策や取組が、
　達成状況に影響したか

健診やワクチン接種等について、引
き続き安定して提供できるように取
り組み、地域住⺠の健康増進を
図っていく。

A なし

施策② 公共交通の充実
基本目標２ 4



赤穂市総合戦略　効果検証シート

41.3% 96.3% 56.9% 59.6%

企画政策課 33,936人 40,400人 29,336人 30,052人

C

　　　　　　　　　　　 KPI︓区画整理事業の進捗率（浜市地区）（事業費ベース） 今後の事業展開について 推進委員からの評価

担 当 課 現状値
Ｈ３０

目標値
Ｒ7

実績値
Ｒ3

実績値
Ｒ4

実績値
Ｒ5

実績値
Ｒ6

実績値
R7 達成状況 　どのような施策や取組が、

　達成状況に影響したか
地方創生
への効果 どのような効果があったか

組合が実施する道路の築造・舗
装、支障物件の移転補償等に対し
て支援を⾏い、事業の進捗を図っ
た。

B
組合施⾏による土地区画整理事
業を支援することにより、道路等の
市街地整備に寄与した。

継続 今後も事業を推進していくため、引
き続き支援を⾏っていく必要がある。 B なし区画整理課

　　　　　　　　　　　 KPI︓コミュニティバス利用者数（市内循環バス・圏域バス） 今後の事業展開について 推進委員からの評価

担 当 課 現状値
Ｈ３０

目標値
Ｒ7

実績値
Ｒ3

実績値
Ｒ4

実績値
Ｒ5

実績値
Ｒ6

実績値
R7 達成状況 　どのような施策や取組が、

　達成状況に影響したか
地方創生
への効果 どのような効果があったか 今後の方針 今後の方針の理由 事業の

評価 推進委員からの意⾒

B 赤穂市ホームページや広報あこう等
で広報し、利用促進に努めた。 B

新型コロナウイルス感染症の影響に
より減少した利用者数は徐々に回
復しており、市内循環バス「ゆらのす
け」を運⾏させることにより、バス交
通不便地域の解消及び⾼齢者や
障がい者等の移動手段を確保する
など、一定の効果はあった。

継続

引き続き⾼齢者等の移動手段を確
保するために市内循環バスを運⾏
するとともに、利用者数の増加に向
けて広報等を⾏い、公共交通として
の機能を最大化できるよう努める。

B なし

今後の事業展開について 推進委員からの評価

担 当 課 現状値
Ｈ３０

目標値
Ｒ7

実績値
Ｒ3

実績値
Ｒ4

実績値
Ｒ5

実績値
Ｒ6

実績値
R7 達成状況 　どのような施策や取組が、

　達成状況に影響したか
地方創生
への効果 どのような効果があったか 今後の方針 今後の方針の理由 事業の

評価 推進委員からの意⾒

　　　　　　　　　　　 KPI︓市内ＪＲ駅１⽇平均乗⾞客数

B

東備⻄播定住自⽴圏域JR利用
促進協議会において、JR⻄⽇本の
岡⼭支社及び兵庫支社に増便等
の要望を⾏った。
（計測値については、R6.3頃に公
表予定）

B

令和４年度においては、利用促進
イベントを開催し、JRの利用を促進
する協議会において要望を⾏った。
しかし、新型コロナウイルス感染症に
よる減便の影響が依然として続き、
大きな効果は生じていない。

継続
引き続き、JRの利用促進を図る協
議会を主体として、JR利用者数の
増加に向けて取り組んでいく。

B なし

施策③ 住環境の整備

企画政策課 5,377人 5,500人 4,305人 －

　　　　　　　　　　　 KPI︓区画整理事業の進捗率（野中・砂子地区）（事業費ベース） 今後の事業展開について 推進委員からの評価

担 当 課 現状値
Ｈ３０

目標値
Ｒ7

実績値
Ｒ3

実績値
Ｒ4

実績値
Ｒ5

実績値
Ｒ6

実績値
R7 達成状況 　どのような施策や取組が、

　達成状況に影響したか
地方創生
への効果 どのような効果があったか 今後の方針 今後の方針の理由 事業の

評価 推進委員からの意⾒

今後の方針 今後の方針の理由 事業の
評価 推進委員からの意⾒

区画整理課 78.5% 100.0% 90.4% 92.9% B
組合が実施する換地計画業務等
に対して支援を⾏い、事業の進捗を
図った。

B

組合施⾏による土地区画整理事
業を支援することにより、宅地の利
用増進を図り、健全な市街地の創
造に寄与した。

廃止・休止

浜市土地区画整理事業については
今後も事業は継続するが、令和６
年度以降は市からの補助⾦等につ
いては発生しない。
なお、人的な援助については今後も
継続する。

B なし

基本目標２ 5



赤穂市総合戦略　効果検証シート

区画整理課 72.8% 100.0% 80.5% 81.5% B

農業法人を設⽴及び、新規就農し
ていた方から、新たに認定を取りたい
と相談あり、関係機関で構成する
赤穂市農業改善支援センターと協
議の上、2名の新規認定を⾏った。

B
融資制度の活用等により、農業の
担い手の経営改善や育成が図られ
ている。

継続

認定農業者であることが要件となる
補助制度や融資制度があるため、
認定新規就農者から認定農業者
への移⾏を推進する。

B なし

令和２年度に実施した同条例に基
づく支援措置の要件緩和（常用
従業員の新規雇用者数の引き下
げ等）について、企業に周知を⾏
い、制度活用を促進した。

A
企業の設備投資を促すことで、雇
用が発生し、地域産業の振興につ
ながっている。

継続

既存企業の設備投資や新規企業
の進出の一助となる本制度は、地
域経済の活性化に必要不可⽋で
あるため

A なし

事業の
評価 推進委員からの意⾒

　　　　　　　　　　　 KPI︓区画整理事業の進捗率（有年地区）（事業費ベース）

今後も健全な市街地の創造のた
め、都市基盤施設の整備改善を⾏
うとともに、宅地の利用増進を図って
いく必要がある。

B なし

施策④ 空き家を活用した移住・定住の促進

　　　　　　　　　　　 KPI︓空き家情報バンクの新規登録物件数 今後の事業展開について 推進委員からの評価

今後の事業展開について 推進委員からの評価

担 当 課 現状値
Ｈ３０

目標値
Ｒ7

実績値
Ｒ3

実績値
Ｒ4

実績値
Ｒ5

実績値
Ｒ6

実績値
R7 達成状況 　どのような施策や取組が、

　達成状況に影響したか
地方創生
への効果 どのような効果があったか 今後の方針 今後の方針の理由

実績値
Ｒ5

実績値
Ｒ6

実績値
R7 達成状況

継続
道路の築造・舗装、土地の整地、
支障物件の移転補償等を実施し、
事業の進捗を図った。

B

道路等の都市基盤施設の整備改
善を⾏うとともに、宅地の利用増進
を図り、健全な市街地の創造に寄
与した。

　どのような施策や取組が、
　達成状況に影響したか

地方創生
への効果 どのような効果があったか 今後の方針 今後の方針の理由 事業の

評価 推進委員からの意⾒

観光課 10件 17件 12件 16件 B

市内不動産業者等へ空き家情報
バンクの周知を図るとともに、空き家
情報バンク活用支援事業補助⾦に
より空き家情報バンクの利活用の促
進を図った。

B
令和4年度では新規登録16件、
成約等による取消12件となり、空き
家の利活用の促進につながった。

継続

空き家情報バンク活用支援事業補
助⾦の活用を含め、市内不動産業
者等へ空き家情報バンクの周知を
図ることで、新規登録物件数の増
加や空き家を活用した移住定住の
促進へつなげる。

B なし

担 当 課 現状値
Ｈ３０

目標値
Ｒ7

実績値
Ｒ3

実績値
Ｒ4

施策⑤ 農業・漁業の担い手の確保

　　　　　　　　　　　 KPI︓認定農業者数 今後の事業展開について 推進委員からの評価

担 当 課 現状値
Ｈ30

目標値
Ｒ7

実績値
Ｒ3

実績値
Ｒ4

実績値
Ｒ5

実績値
Ｒ6

実績値
R7 達成状況 　どのような施策や取組が、

　達成状況に影響したか
地方創生
への効果 どのような効果があったか 今後の方針 今後の方針の理由 事業の

評価 推進委員からの意⾒

農林⽔産課 24人 25人 25人 27人 A

今後の事業展開について 推進委員からの評価

担 当 課 現状値
Ｈ30

目標値
Ｒ7

実績値
Ｒ3

実績値
Ｒ4

実績値
Ｒ5

実績値
Ｒ6

実績値
R7 達成状況 　どのような施策や取組が、

　達成状況に影響したか
地方創生
への効果 どのような効果があったか 今後の方針 今後の方針の理由 事業の

評価 推進委員からの意⾒

商工課 0事業者 10事業者 6事業者 7事業者

施策⑥ 企業⽴地等による雇用の確保

　　　　　　　　　　　 KPI︓工業⽴地促進条例による新規指定事業者数（累計）

A

基本目標２ 6



赤穂市総合戦略　効果検証シート

地域の実態に合った学習活動を⾏
うことで地域との連携が深まり、地域
⾏事への理解が深まった。

B
「地域ととともにある学校づくり」をす
ることで、地域の活動の活性化につ
ながる。

継続

学校運営協議会と連携して「地域
とともにある学校づくり」を推進し、地
域（ふるさと）を愛する児童生徒を
育成していきたい。

B なし学校教育課 75.4% 95.0% 76.2% 73.10% B

郷土愛を醸成する

施策① ふるさとを愛する人づくり

　　　　　　　　　　　 KPI︓地域の⾏事に参加している⼩学６年生・中学３年生の割合 今後の事業展開について 推進委員からの評価

担 当 課 現状値
Ｈ３０

目標値
Ｒ7

実績値
Ｒ3

実績値
Ｒ4

実績値
Ｒ5

実績値
Ｒ6

実績値
R7 達成状況 　どのような施策や取組が、

　達成状況に影響したか
地方創生
への効果 どのような効果があったか 今後の方針 今後の方針の理由 事業の

評価 推進委員からの意⾒

基本的方向３

施策② 郷土の歴史文化への関心向上

　　　　　　　　　　　 KPI︓文化財公開施設（６箇所）の入館（園）者数 今後の事業展開について 推進委員からの評価

担 当 課 現状値
Ｈ３０

目標値
Ｒ7

実績値
Ｒ3

実績値
Ｒ4

実績値
Ｒ5

実績値
Ｒ6

実績値
R7 達成状況 　どのような施策や取組が、

　達成状況に影響したか
地方創生
への効果 どのような効果があったか 今後の方針 今後の方針の理由 事業の

評価 推進委員からの意⾒

コロナ禍による公開中止や利用制
限等の影響がなくなり、ほぼコロナ禍
以前の状況に戻りつつあり、令和3
年度に⽐べ達成状況は大幅に改
善した。

B

令和3年度と⽐較して入館者が
144％の増加があったことにより、歴
史文化への関心の増加、交流人口
の増加に一定の効果が認められた。

継続 引き続き各種取り組みを推進し入
館者の増加を図る。 B なし文化財課 75,106人 77,000人 48,264人 69,614人 B

基本目標２ 7



交流・関係人口（来訪者や地域と多様に関わる人）の創出

赤穂市総合戦略　効果検証シート

基本目標３

　　　　　　　　　　　 基本目標指標︓観光入込客数 今後の事業展開について 推進委員からの評価

多彩な地域資源の活用・開発による魅⼒の向上

地域資源を活用した魅⼒を創出する

今後の方針 今後の方針の理由 事業の
評価 推進委員からの意⾒

観光課 1,413千人 1,500千人 993千人 1,091千人

実績値
Ｒ6

実績値
R7 達成状況 　どのような施策や取組が、

　達成状況に影響したか
地方創生
への効果 どのような効果があったか担 当 課 現状値

Ｈ３０
目標値

Ｒ7
実績値

Ｒ3
実績値

Ｒ4
実績値

Ｒ5

継続

地域一体となった観光地経営の推
進を図ることにより交流人口の拡大
と稼ぐ⼒の向上による地域活性化
を推進するため、引き続き（一
社）あこう魅⼒発信基地と連携
し、事業を実施する。

B

R4の実績値は特殊な事情が
あると思われるため、観光入込
客数を増やすためには、今後
の方針については、継続では
なく、拡充する方向で取り組む
べき。

推進委員からの意⾒　どのような施策や取組が、
　達成状況に影響したか

地方創生
への効果

基本的方向１

今後の事業展開について 推進委員からの評価

実績値
Ｒ4

実績値
Ｒ5

C

（一社）あこう魅⼒発信基地と連
携し、赤穂スイーツのPRを⾏ったほ
か、ＩＣＴを活用した情報発信等
により誘客促進を図ったが、新型コ
ロナウイルス感染症の影響からイベ
ントの自粛等により、目標達成には
至っていない。

B
新型コロナウイルス感染症の影響に
より落ち込んだ観光客数が少しずつ
回復している。

　　　　　　　　　　　 基本目標指標︓上記のうち宿泊者数

担 当 課 現状値
Ｈ３０

目標値
Ｒ7

実績値
Ｒ3 推進委員からの意⾒

観光課 276千人

R4の実績値は特殊な事情が
あると思われるため、今後の方
針については、その前提で検
討していただきたい。

A

担 当 課 現状値
Ｈ３０

目標値
Ｒ7

実績値
Ｒ3

実績値
Ｒ4 どのような効果があったか 今後の方針 今後の方針の理由 事業の

評価
実績値

R7 達成状況実績値
Ｒ5

実績値
Ｒ6

観光課 15,200回 50,000回 23,920

地域一体となった観光地経営の推
進を図ることにより交流人口の拡大
と稼ぐ⼒の向上による地域活性化
を推進するため、引き続き（一
社）あこう魅⼒発信基地と連携
し、事業を実施する。

B

SNSでの発信に写真を効果
的に使用するなど、魅⼒的に
感じられる発信に努めていただ
きたい。

A 事業実施により観光消費額の増加
につながった。 継続

地域一体となった観光地経営の推
進を図ることにより交流人口の拡大
と稼ぐ⼒の向上による地域活性化
を推進するため、引き続き（一
社）あこう魅⼒発信基地と連携
し、事業を実施する。

A

統計の取り方が変わっており、
客観的に評価できないため、
評価指標について⾒直すべ
き。

観光課 －
（一社）あこう魅⼒発信基地と連
携して、赤穂スイーツのPRやICTを
活用した情報発信を⾏った。

A1.5% 34.3 213.5

実績値
Ｒ6

事業の
評価

290千人 235千人 380千人

実績値
Ｒ6

実績値
R7 達成状況 　どのような施策や取組が、

　達成状況に影響したか
地方創生
への効果 どのような効果があったか

継続

地域一体となった観光地経営の推
進を図ることにより交流人口の拡大
と稼ぐ⼒の向上による地域活性化
を推進するため、引き続き（一
社）あこう魅⼒発信基地と連携
し、事業を実施する。

A

（一社）あこう魅⼒発信基地と連
携し、赤穂スイーツのPRを⾏ったほ
か、ＩＣＴを活用した情報発信を
⾏い、目標を達成した。

今後の方針 今後の方針の理由

A
新型コロナウイルス感染症の影響に
より落ち込んでいた宿泊客数が回
復し、コロナ禍以前を上回った。

施策①

　　　　　　　　　　　 KPI︓観光消費額の増加率 今後の事業展開について 推進委員からの評価

施策② 情報発信強化による認知度アップ

　　　　　　　　　　　 KPI︓観光ポータルサイト⽉間平均アクセス数 効果検証を踏まえた今後の事業展開について 推進委員からの評価

担 当 課 現状値
Ｈ３０

目標値
Ｒ7

実績値
Ｒ3

実績値
Ｒ4

実績値
Ｒ5

実績値
R7 達成状況 　どのような施策や取組が、

　達成状況に影響したか
地方創生
への効果 どのような効果があったか 今後の方針 今後の方針の理由 事業の

評価 推進委員からの意⾒

25,559 C

（一社）あこう魅⼒発信基地と連
携し、ＩＣＴを活用した情報発信
を⾏ったが、新型コロナウイルス感染
症の影響等により目標が達成でき
なかった。

B
新型コロナウイルス感染症の影響に
より落ち込んだ観光客数が少しずつ
回復している。

継続

基本目標３ 8
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広域連携の推進

実績値
R7 達成状況 　どのような施策や取組が、

　達成状況に影響したか
地方創生
への効果 どのような効果があったか 今後の方針 今後の方針の理由 事業の

評価 推進委員からの意⾒

企画政策課

現状値
Ｈ３０

目標値
Ｒ7

実績値
Ｒ3

実績値
Ｒ4

実績値
Ｒ5

実績値
Ｒ6

11,803人 12,400人 8,688人 9,930人

施策③ 空き家を活用した地域活性化

　　　　　　　　　　　 KPI︓空家活用支援補助⾦の交付件数（累計） 今後の事業展開について 推進委員からの評価

担 当 課 現状値
Ｈ３０

目標値
Ｒ7

実績値
Ｒ3

実績値
Ｒ4

実績値
Ｒ5

実績値
Ｒ6

実績値
R7 達成状況 　どのような施策や取組が、

　達成状況に影響したか
地方創生
への効果 どのような効果があったか 今後の方針 今後の方針の理由 事業の

評価 推進委員からの意⾒

平成30年度より本事業が開始さ
れ、ホームページや回覧広報あこう
等で制度の周知を図り、これまで20
件の補助制度が活用されたが、令
和4年度については、年間目標であ
る7件は達成できなかった。

　どのような施策や取組が、
　達成状況に影響したか

B
若年・子育て世帯やUJIターン世帯
への活用支援を⾏い、一定の効果
が認められた。

継続

補助制度の継続実施により、空家
等の利活用を支援することで空家
等の増加抑制を図り、移住・定住・
地域活性化につなげていく。

B なし

　　　　　　　　　　　 KPI︓古⺠家再生促進支援補助⾦の交付件数（累計） 今後の事業展開について 推進委員からの評価

都市計画課 4件 50件 17件 20件 C

これまで3件の古⺠家再生を支援
し、地域の交流拠点として活用され
ており、地域活性化に寄与してい
る。

継続

補助制度の継続実施により、空家
等の利活用を支援することで空家
等の増加抑制を図り、移住・定住・
地域活性化につなげていく。

B なし

担 当 課 現状値
Ｈ３０

目標値
Ｒ7

実績値
Ｒ3

実績値
Ｒ4

実績値
Ｒ5

実績値
Ｒ6

実績値
R7 達成状況

　　　　　　　　　　　 KPI︓圏域バスの利用者数 今後の事業展開について 推進委員からの評価

担 当 課

基本的方向２ 地域特性を活かした広域的な連携を推進する

施策①

地方創生
への効果 どのような効果があったか 今後の方針 今後の方針の理由 事業の

評価 推進委員からの意⾒

都市計画課 0件 5件 3件 3件 C

R元年度に本事業を新設し、これま
でに3件の補助制度が活用された。
令和4年度の実績はなかったもの
の、複数件の相談を受けており、令
和5年度以降に地域活性化に資す
る施設への改修が⾒込まれる。

B

B 赤穂市ホームページや広報あこう等
で広報し、利用促進に努めた。 B

新型コロナウイルス感染症の影響に
より減少した利用者数は徐々に回
復しており、圏域バス「ていじゅうろ
う」を運⾏させることにより、赤穂市、
備前市、上郡町の圏域間の交流を
促進するなど、一定の効果はあっ
た。

継続

圏域バスの利用を促進することによ
り、赤穂市、備前市、上郡町の圏
域間の交流を促進させるために、引
き続き広報を⾏うとともに、利便性
向上に取り組む。

B なし

基本目標３ 9


